
令和６年度 学校経営要綱 

八女市立上陽北汭学園 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

教 育 課 題 

・基礎基本的な学力の定着(学力の二極化) 

・お互いを大切にする人間関係づくり 

・夢や目標に向かって主体的に取り組む力 

・自尊感情の向上 

教育課程編成の基本方針 

一人一人の個性が発揮され重点目標が達成できるよ

うに各教科等横断的な視点で関連と調和を図った教育

課程を編成する。 

１ 各教科 

・内容のまとまりごとに育成する資質・能力を明確に位

置付け、習得場面と活用場面のメリハリがある授業づ

くりに努める。 

・ICT を効果的に活用し、学習の基盤となる情報活用能

力の向上を図るように努める。 

２ 道徳（「友情、信頼」「相互理解、寛容」の重視） 

・各教科等で行われる道徳教育を補ったり、深めたり、

発展させたり、統合させたりし、道徳教育の充実を図

る。 

３ 総合的な学習の時間 

・キャリア学習を意識し、行事との関連を図りながら系

統的に積み上げができるようにする。 

４ 特別活動（学級活動(1)、(2)の重視） 

・よりよい人間関係と集団の一員としての役割や責任を

果たす生徒を育てる。 

・児童生徒会主体による学校行事や集会等となるよう努

める。 

５ 特別支援教育 

・障害による学習上又は生活上の困難を克服し自立を図

るため、自立活動を着実に行う。 

・障害の程度や学級の実態等を考慮の上で各教科の目標

や内容を下学年の教科の目標や内容に替えるなどして

実態に応じた教育課程を編成する。 

６ その他 

・八女市立小・中学校２学期制実施方針に則り、効率的・

効果的な教育課程の編成に努める 

経 営 戦 略 

中期教育目標達成のために、次の４点から方策を策

定する。 

１ 安心して学ぶことができる教育環境 

(1)義務教育学校９年間を通した学ぶ集団づくり 

・学習の基盤となる資質・能力、基礎学力の向上 

・「北汭スタンダード」の充実 

(2)チーム担任制の試行 

・初等科から複数の教員で関わる体制づくり 

(3)コミュニティスクール、地域学校協働活動を核と

した地域人材の活用 

２ 子どもの主体性を高める教育活動 

(1)９年間を通したキャリア教育の充実 

(2)子どもの自治的活動の推進 

・児童生徒会活動の充実 

３ 効果的に機能する組織運営 

(1)職員の能力が発揮できる校務分掌組織の編制 

(2)運営委員会の機能の充実と各分掌との連携の推進 

・諸会議の効率的な実施と諸委員会 

(3) 中期・短期評価によるＰＤＣＡサイクルの充実 

４ 持続的な教育活動の基盤をつくる人材育成 

(1)授業力の向上 

  ・事前事後の協議を含めた授業研の実施 

(2)若年及び中堅教員の育成（OJT、OFF-JT） 

・ベテランとの組み合わせによる校務分掌、行事、

学級集団づくりを中核とした学級経営 

(3)服務規律の徹底(信頼される学校・教職員集団) 

経 営 の 重 点 

１ 授業研究を中心とする校内研究の一層の充実 

２ ３部会の機能の充実（ラインの明確化) 

・関係づくり部会と環境づくり部会の役割の明確

化と機能の充実 

３ 学校評価、学習評価でのＰＤＣＡサイクルの充実 

・短期的なＰＤＣＡサイクルの充実 

・指導と評価の一体化の充実 

礼節を重んじ、主体的に行動し、自他の幸せを追求する子どもの育成 学校教育目標 

重 点 目 標 

自分の考えを伝え合う子どもの育成 

中期的な教育目標 

主体的に課題を解決する子どもの育成 

経 営 課 題 

・協働して課題解決に取り組む授業づくり 

・キャリア教育の充実 

・特別支援教育の充実 

・教職員の指導力(学習指導・生徒指導・学級経営等)

と組織力の向上(OJTと OFF-JTの活用) 

 



重点目標「自分の考えを伝え合う子どもの育成」について 

 

１ 重点目標設定の理由（昨年度の成果と課題から） 

昨年度は、重点目標を「自分の考えをつくり伝える子どもの育成」として、教育活動に取り組ん

だ。その成果として、ＩＣＴ機器を活用し自分の考えをつくり、その考えを表現できる子どもは多

くなった。また、全体としても高い学力を維持している。しかし、授業においては一方的に自分の

考えを発表する場面が多く見られ、交流場面において考えを深めるまでには至っていないケースが

多い。また、自分の考えに自信を持てずに全体交流で発表できずにいる子どもも固定化してきてい

る。さらに、学力調査の結果からも自分の考えを相手に伝える力等に不十分な面が見られる。【表１】

子どもたちは全体的にしっかりと取り組むことができている。そこで、お互いの力を合わせてより

よいものを造りあげていくことができれば教育目標の実現に近づいていくものと考える。 

２ 本校が目指す「自分の考えを伝え合う子ども」とは 

文化庁の国語課題小委員会（2017）において、「伝え合い」を次のように述べてある。 

「複数の人が互いの異なりを踏まえた上で、情報や互いの考え、気持ちなどをやり取りし、理解

し合い、その理解を深めることである。伝え合いは、①言葉によるもの②言葉の周辺にあるもの（声

量や声の質、話す速度など）③いわゆる言葉以外のもの（表情、姿勢、視線など）を組み合わせて

行われる。」 

これを踏まえ、重点目標における「自分の考えを伝え合う子ども」を以下のように考える。 

 

３ 重点目標達成に向けて 

このような子どもを育てるために、以下のような取組を各教科をはじめとするあらゆる教育活動

の場に位置付けて実践していく。 

１ しっかり伝える（自分の考えを相手にわかるように伝える） 

２ しっかり聞く（相手の考えを聞き、自分の考えと比べる） 

※ １、２を往還することで個人あるいは集団がよりよい考えをつくる 

授業においては、発言者は聞く側に向かって発言し、聞く側は発言者を向いて聞く。そして、友

達の考えと自分の考えを比べ、同じ意見を続けて述べたり違う意見を述べたりしながら話し合いが

進み、交流活動によってそれぞれの考えが広まったり深まったりする姿をイメージする。 

※成果指標（授業チェックリストの⑧⑨⑭⑮について、平均点をR５より上げる） 

 

 取組を具現化するために、校務運営構想、教務運営構想において組織運営や教育課程の編成等と関

連を図るとともに、主題研究における研究構想や学力向上プラン等においてさらに計画を具体化して

いく。 

自分と他者の考えと比べたり言葉等によるやり取りを行ったりして、自分の考えを広げたり

深めたりすることでよりよい考えをつくる子ども 

【表１】 令和５年度 学力の状況（６・９年：全国学調、８年：県学調）の結果 
 問題の内容 本校正答率％ 県正答率％ 

６年 国語 目的に応じて、文章と図表などを結び付けるなどして必要な情報を見付ける 66.7 67.2 
８年 国語 自分の考えや根拠が明確になるように、話の構成を考える 23.8 30.9 
９年 国語 読み手の立場に立って、叙述の仕方などを確かめて、文章を整える 35.7 52.7 
９年 数学 複数のデータの傾向を比較し、判断の理由を数学的な表現を用いて説明する 21.4 34.5 

 


